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(57)【要約】
【課題】ダメージを受けた毛髪に対して優れた櫛通り性やしなやかさを付与することがで
き、かつ耐久性に優れた毛髪化粧料組成物を提供する。
【解決手段】本発明の毛髪化粧料組成物は、（ａ1）トリメチロールプロパンモノプロピ
ルエーテルで変性された粘度（２５℃）が１００～５０，０００Ｐａ・ｓのポリオルガノ
シロキサンを含むポリオルガノシロキサン成分（ａ）５～８０重量％と、（ｂ）界面活性
剤０．５～５０重量％と（ｃ）水をそれぞれ含むシリコーンエマルジョンを含有する。（
ａ）ポリオルガノシロキサン成分として、前記（ａ1）成分とともに、（ａ2）トリメチロ
ールプロパンモノプロピルエーテルで変性された粘度（２５℃）が０．０１～１Ｐａ・ｓ
のポリオルガノシロキサンを含有することができる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トリメチロールプロパンモノプロピルエーテルで変性された２５℃における粘度が１０
０～５０，０００Ｐａ・ｓのポリオルガノシロキサン（ａ1）を含むポリオルガノシロキ
サン成分（ａ）
　を含有することを特徴とする毛髪化粧料組成物。
【請求項２】
　前記（ａ1）成分を含むポリオルガノシロキサン成分（ａ）５～８０重量％と、（ｂ）
界面活性剤０．５～５０重量％、および（ｃ）水をそれぞれ含むシリコーンエマルジョン
　を含有することを特徴とする請求項１記載の毛髪化粧料組成物。
【請求項３】
　前記（ａ）ポリオルガノシロキサン成分は、前記（ａ1）成分と、（ａ2）トリメチロー
ルプロパンモノプロピルエーテルで変性された２５℃における粘度が０．０１～１Ｐａ・
ｓのポリオルガノシロキサンをそれぞれ含み、かつ前記（ａ2）成分の配合量が前記（ａ1
）成分１００重量部に対して３０重量部以下であることを特徴とする請求項１または２記
載の毛髪化粧料組成物。
【請求項４】
　前記シリコーンエマルジョンは、平均粒子径が０．５～２０μｍのポリオルガノシロキ
サン粒子を含有することを特徴とする請求項２または３記載の毛髪化粧料組成物。
【請求項５】
　前記シリコーンエマルジョンは、機械乳化エマルジョンであることを特徴とする請求項
２乃至４のいずれか１項記載の毛髪化粧料組成物。
【請求項６】
　前記（ａ）ポリオルガノシロキサン成分は、２５℃における粘度が０．５～５００Ｐａ
・ｓでアミノ基含有量が０．０５～２．０重量％であるＮ－（２－アミノエチル）－３－
アミノプロピル基含有ポリジメチルシロキサンを、前記（ａ1）成分と（ａ2）成分の合計
量に対して２～５０重量％の割合で含有することを特徴とする請求項３記載の毛髪化粧料
組成物。
【請求項７】
　前記（Ａ）シリコーンエマルジョン０．０１～２０重量％と、（Ｂ）融点が２５℃以上
の高融点脂肪族化合物０．１～１５重量％と、（Ｃ1）カチオンコンディショニング剤０
．１～１０重量％、および（Ｄ）水をそれぞれ含有することを特徴とする請求項２乃至６
のいずれか1項記載の毛髪化粧料組成物。
【請求項８】
　前記（Ａ）シリコーンエマルジョン０．０１～２０重量％と、（Ｅ）洗浄性界面活性剤
５～５０重量％と、（Ｃ2）コンディショニング剤０．１～２０重量％、および（Ｄ）水
をそれぞれ含有することを特徴とする請求項２乃至６のいずれか1項記載の毛髪化粧料組
成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪化粧料組成物に係り、さらに詳しくは、毛髪に対して滑らかでしなやか
な感触を付与することができ、特にダメージ毛髪に対するコンディショニング効果に優れ
た毛髪化粧料組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から毛髪化粧料には、毛髪に光沢や滑らかさを与える目的で、シリコーン油、エス
テル油、炭化水素油などの油分が、可溶化または乳化され、あるいは溶解されて配合され
ている。特にシリコーン油は、表面張力が低く、毛髪へのなじみに優れ、良好な光沢を付
与することができため、近年多用されている。
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【０００３】
　しかし、シリコーン油を多量に用いたり、あるいは消費者が長期間に亘って使用したり
すると、油分そのものがもつ特質から、毛髪のきしみ感が増したり脂ぎるといった問題が
生じていた。
【０００４】
　このような問題を解決するために、乳化重合された両末端ヒドロキシ基含有ポリジメチ
ルシロキサン（ジメチコノールと称する。）を配合したヘアコンディショニング組成物が
提案されている（例えば、特許文献１参照）。また、乳化重合されたシリコーンエマルジ
ョンをさらにカチオン性界面活性剤で処理してなるシャンプー組成物も提案されている（
例えば、特許文献２参照）。
【０００５】
　しかしながら、乳化重合されたジメチコノールは粒子径が小さいため、毛髪への吸着性
の点で未だ十分ではなかった。そして、特許文献１および特許文献２に開示された組成物
は、すすぎ時の感触や乾燥時の指通り性など、毛髪化粧料として要求される特性を付与す
る効果の点で、十分に満足できるものではなかった。
【０００６】
　さらに、ジメチコノールを機械乳化したエマルジョンを用いて、手触りを改善する提案
（例えば、特許文献３参照）がなされているが、毛髪化粧料に対する要求が多様化する昨
今においては未だ十分とはいえず、よりいっそう滑らかでしっとりした手触りを付与する
ことが要求されていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特表平　８－５１１２７２号公報
【特許文献２】特表平１１－５００４５９号公報
【特許文献３】特開２００６－２８２５１８号公報
【特許文献４】特開２０１０－２８０７４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明はこれらの問題を解決するためになされたもので、特にカラーリングなどに起因
するダメージを受けた毛髪に対するコンディショニング効果に優れ、具体的には櫛通り性
やしなやかさを付与することができ、かつ耐久性に優れた毛髪化粧料組成物を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の毛髪化粧料組成物は、トリメチロールプロパンモノプロピルエーテルで変性さ
れた２５℃における粘度が１００～５０，０００Ｐａ・ｓのポリオルガノシロキサン（ａ
1）を含むポリオルガノシロキサン成分（ａ）を含有することを特徴としている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の毛髪化粧料組成物によれば、毛髪に対して滑らかでしなやかな感触を付与する
ことができ、特にダメージを受けた毛髪に対するコンディショニング効果に優れ、良好な
櫛通り性やしなやかさを付与することができる。また、耐久性に優れ、このようなコンデ
ィショニング効果の持続性が大きい。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。
【００１２】
　本発明の実施形態である毛髪化粧料組成物は、トリメチロールプロパン誘導体で変性さ
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れた２５℃における粘度が１００～５０，０００Ｐａ・ｓのポリオルガノシロキサン（ａ
1）を含むポリオルガノシロキサン成分（ａ）を含有している。この（ａ）ポリオルガノ
シロキサン成分を配合する態様として、そのまま公知の添加剤と混合する態様と、（ａ）
成分のエマルジョンを調製して配合する態様があるが、まず後者の（ａ）成分をエマルジ
ョン状態にして配合する態様について説明する。すなわち、本発明の第１の実施形態であ
る毛髪化粧料組成物は、（ａ）ポリオルガノシロキサン成分５～８０重量％と、（ｂ）界
面活性剤０．５～５０重量％、および（ｃ）水をそれぞれ含むシリコーンエマルジョン（
Ａ）を含有するものであり、（ａ）成分であるポリオルガノシロキサン成分は、（ａ1）
トリメチロールプロパン誘導体で変性された２５℃における粘度が１００～５０，０００
Ｐａ・ｓのポリオルガノシロキサンを含有している。
【００１３】
　この実施形態の毛髪化粧料組成物において、（Ａ）シリコーンエマルジョンを構成する
主成分は、（ａ）ポリオルガノシロキサン成分であり、この成分の配合により、毛髪に対
してしなやかさとコンディショニング効果、およびその持続性を付与することができる。
この（ａ）ポリオルガノシロキサン成分を構成する第１の成分は、（ａ1）トリメチロー
ルプロパン誘導体で変性された１００～５０，０００Ｐａ・ｓの粘度（２５℃）を有する
ポリオルガノシロキサンである。（ａ1）成分であるポリオルガノシロキサンは、基本的
に直鎖状のシロキサン骨格を有するが、若干の分岐を有していてもよい。分子全体が直鎖
状の構造からなるものがより好ましい。
【００１４】
　（ａ1）成分において、分子鎖の末端基は、有機基の一部がトリメチロールプロパン誘
導体で変性されたオルガノシリル基であることが好ましく、特にジメチルトリメチロール
プロパンモノプロピルシリル基であることが好ましい。
【００１５】
　（ａ1）成分において、分子中間のケイ素原子に結合する有機基としては、メチル基、
エチル基、プロピル基、ブチル基、へキシル基などのアルキル基；シクロヘキシル基など
のシクロアルキル基；ビニル基、アリル基などのアルケニル基；フェニル基、トリル基な
どのアリール基；アミノエチル基、アミノプロピル基などのアミノ基；およびこれらの基
の炭素原子に結合した水素原子がハロゲン原子、シアノ基などで置換された基、例えばク
ロロメチル基、３，３，３－トリフルオロプロピル基、シアノメチル基などが例示される
。ケイ素原子に結合するその他の基として、アルコキシ基、水酸基、水素原子などを部分
的に含んでいてもよいが、メチル基であることが望ましい。（ａ1）成分としては、両末
端のケイ素原子にトリメチロールプロパンモノプロピル基が結合したポリジメチルシロキ
サン、すなわち両末端トリメチロールプロパンモノプロピル変性ポリジメチルシロキサン
が特に好ましい。このような変性シリコーンは、トリメチロールプロパンモノアリルエー
テル（ＴＭＰＭＥ）と、両末端ジメチルハイドロジェンポリジメチルシロキサンとを、白
金系触媒の存在下で付加（ヒドロシリル化）反応させることにより得ることができる。
【００１６】
　（ａ1）成分であるトリメチロールプロパン誘導体で変性されたポリオルガノシロキサ
ンは、１００～５０，０００Ｐａ・ｓの粘度（２５℃）を有する。粘度が１００Ｐａ・ｓ
未満であると、毛髪に対する十分なコンディショニング効果が得られず、５０，０００Ｐ
ａ・ｓを超えると十分な櫛通り性が得られない。粘度のより好ましい範囲は２０～４，０
００Ｐａ・ｓであり、さらに好ましい範囲は２０～３，０００Ｐａ・ｓである。
【００１７】
　（ａ）成分であるポリオルガノシロキサン成分は、このような（ａ1）成分とともに、
（ａ2）トリメチロールプロパン誘導体で変性された粘度（２５℃）が０．０１～１０Ｐ
ａ・ｓのポリオルガノシロキサンを含有することができる。（ａ2）成分である変性ポリ
オルガノシロキサンは、基本的に直鎖状のシロキサン骨格を有する。若干の分岐を有して
いてもよいが、分子全体が直鎖状の構造からなるものが好ましい。（ａ2）成分の粘度（
２５℃）が０．０１Ｐａ・ｓ未満であるかもしくは１０Ｐａ・ｓを超えると、毛髪に対し
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て十分なまとまり感を与えることができない。粘度のより好ましい範囲は０．０５～１Ｐ
ａ・ｓであり、さらに好ましい範囲は０．０５～０．５Ｐａ・ｓである。
【００１８】
　（ａ2）成分において、分子鎖の末端基は、有機基の一部がトリメチロールプロパン誘
導体で変性されたオルガノシリル基であることが好ましく、特にジメチルトリメチロール
プロパンモノプロピルシリル基であることが好ましい。
【００１９】
　（ａ2）成分において、分子中間のケイ素原子に結合する有機基としては、メチル基、
エチル基、プロピル基、ブチル基、へキシル基などのアルキル基；シクロヘキシル基など
のシクロアルキル基；ビニル基、アリル基などのアルケニル基；フェニル基、トリル基な
どのアリール基；アミノエチル基、アミノプロピル基などのアミノ基；およびこれらの基
の炭素原子に結合した水素原子がハロゲン原子、シアノ基などで置換された基、例えばク
ロロメチル基、３，３，３－トリフルオロプロピル基、シアノメチル基などが例示される
。ケイ素原子に結合するその他の基として、アルコキシ基、水酸基、水素原子などを部分
的に含んでいてもよいが、メチル基であることが望ましい。（ａ2）成分としては、両末
端のケイ素原子にトリメチロールプロパンモノプロピル基が結合したポリジメチルシロキ
サン、すなわち両末端トリメチロールプロパンモノプロピル変性ポリジメチルシロキサン
が特に好ましい。このような変性シリコーンは、トリメチロールプロパンモノアリルエー
テル（ＴＭＰＭＥ）と、両末端ジメチルハイドロジェンポリジメチルシロキサンとを、白
金系触媒の存在下で付加（ヒドロシリル化）反応させることにより得ることができる。
【００２０】
　このような（ａ2）成分の配合量は、前記（ａ1）成分１００重量部に対して３０重量部
以下とすることが好ましく、より好ましくは２０重量部以下とする。また、（ａ1）成分
および（ａ2）成分から成る（ａ）ポリオルガノシロキサン成分全体の配合割合は、（Ａ
）シリコーンエマルジョン全体に対して５～８０重量％とすることが好ましい。これらの
範囲を外れると、櫛通り性、まとまり性、コンディショニング効果の全てを満足させるこ
とは難しくなる。
【００２１】
　実施形態の（Ａ）シリコーンエマルジョンにおいては、（ａ）ポリオルガノシロキサン
成分として、２５℃における粘度が０．５～５００Ｐａ・ｓであり、かつアミノ基含有量
が０．０５～２．０重量％であるＮ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピル基含有
ポリジメチルシロキサン（アモジメチコンと称する。）をさらに配合することができる。
アモジメチコンの配合割合は、前記した（ａ1）成分および（ａ2）成分の合計量に対して
２～５０重量％とすることが好ましく、５～３５重量％とすることがさらに望ましい。ア
モジメチコンの配合により、毛髪に対してすすぎ時の櫛通り性、乾燥時の柔らかさをさら
に付与することができる。
【００２２】
　実施形態の（Ａ）シリコーンエマルジョンに用いられる（ｂ）界面活性剤は、前記（ａ
）ポリオルガノシロキサン成分を水中に乳化させるためのものであり、アニオン性界面活
性剤、カチオン性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤、両性界面活性剤などの中から任意
に選択して使用することができる。
【００２３】
　アニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸、アルキル
硫酸、およびそれらの塩が例示される。具体的には、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル硫酸として、ポリオキシエチレン（２）オクチルエーテル硫酸、ポリオキシエチレン（
８）デシルエーテル硫酸、ポリオキシエチレン（３）ラウリルエーテル硫酸などが、アル
キル硫酸として、ラウリル硫酸、ミリスチル硫酸、セチル硫酸などが挙げられ、さらには
それらの塩、すなわち塩型のアニオン性界面活性剤も含まれる。塩の種類としては、ナト
リウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩およびトリエタノールアミンなどのアミン塩が好
ましく、すすぎ時の感触の点から、それらの中でも、トリエタノールアミンおよびアンモ
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ニウム塩の使用が好ましい。アニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンアルキ
ルエーテルカルボン酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸塩、Ｎ－アシルタウリン酸塩なども使用す
ることができる。
【００２４】
　カチオン性界面活性剤としては、以下の一般式［化１］で表されるものが好適に用いら
れる。
【化１】

【００２５】
　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４のうちで少なくとも１つは、８～３０個の炭素原子
を有する脂肪族基あるいは２２個以下の炭素原子を有する芳香族基、アルコキシ基、ポリ
オキシアルキレン基、アルキルアミド基、ヒドロキシアルキル基、アリール基またはアル
キルアリール基から選択され、残りのものは独立して、１～２２個の炭素原子を有する脂
肪族基あるいは２２個以下の炭素原子を有する芳香族基、アルコキシ基、ポリオキシアル
キレン基、アルキルアミド基、ヒドロキシアルキル基、アリール基またはアルキルアリー
ル基から選択される。Ｘはハロゲン（例えば塩化物、臭化物）、アセテート、クエン酸、
乳酸塩、グリコール酸塩、リン酸塩、硝酸塩、スルホン酸塩、硫酸塩、アルキル硫酸塩お
よびアルキルスルホン酸ラジカルなどから選択される塩形成アニオンである。
【００２６】
　脂肪族基は、炭素および水素原子に加えてエーテル結合およびアミノ基のような他の基
を含有することができる。さらに、長鎖の脂肪族基、例えば炭素数１２以上のものは、飽
和でも不飽和でもよい。Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４が、独立して炭素数１～２２個のア
ルキル基から選択されることが好ましい。
【００２７】
　有用なカチオン性界面活性剤の具体例としては、以下のＣＴＦＡ（化粧品、洗面用品、
および芳香剤協会；The Cosmetic, Toiletry, and Fragrance Association, Inc.）名称
：クオタニウム－８、クオタニウム－１４、クオタニウム－１８、クオタニウム－１８メ
ソスルフェート、クオタニウム－２４およびこれらの混合物を有する物質が含まれるが、
これらに限定されない。
【００２８】
　前記一般式で表されるカチオン性界面活性剤の中では、少なくとも１６個の炭素原子を
有する少なくとも１つのアルキル鎖を分子内に含有しているものが好ましい。このような
カチオン性界面活性剤の例としては：例えば、クローダ（Croda）社製の商品名インクロ
クァット（INCROQUAT）ＴＭＣ－８０や、三洋化成社からエコノール（ECONOL）ＴＭ２２
として入手可能なベヘニルトリメチルアンモニウムクロリド；ニッコー・ケミカルズ（Ni
kko Chemicals）社から商品名ＣＡ－２３５０として入手可能なセチルトリメチルアンモ
ニウムクロリド；水素添加タローアルキルトリメチルアンモニウムクロリド、ジアルキル
（１４～１８）ジメチルアンモニウムクロリド、ジタローアルキルジメチルアンモニウム
クロリド、二水素添加タローアルキルジメチルアンモニウムクロリド、ジステアリルジメ
チルアンモニウムクロリド、ジセチルジメチルアンモニウムクロリド、ジ（ベヘニル／ア
ラキジル）ジメチルアンモニウムクロリド、ジベヘニルジメチルアンモニウムクロリド、
ステアリルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、ステアリルプロピレングリコールホ
スフェートジメチルアンモニウムクロリド、ステアロイルアミドプロピルジメチルベンジ
ルアンモニウムクロリド、ステアロイルアミドプロピルジメチル（ミリスチルアセテート
）アンモニウムクロリド、およびＮ－（ステアロイルコラミノホルミルメチル）ピリジニ
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ウムクロリドなどが挙げられるが、これらに限定されない。
【００２９】
　好ましいカチオン性界面活性剤は、置換基の少なくとも１つが、ラジカル鎖に置換基ま
たは結合として存在する１つ以上の芳香族基、エーテル基、エステル基、アミド基、また
はアミノ部分を含有し、Ｒ１～Ｒ４基の少なくとも１つがアルコキシ基（好ましくは炭素
数１～３のアルコキシ基）、ポリオキシアルキレン基（好ましくは炭素数１～３のポリオ
キシアルキレン基）、アルキルアミド基、ヒドロキシアルキル基、アルキルエステル基、
およびこれらの組み合わせから選択される１つ以上の親水性部分を含有する親水的に置換
されたカチオン性界面活性剤である。親水的に置換されたカチオン性界面活性剤は、前記
範囲内に位置する２～１０個の非イオン親水性部分を含有していることが好ましい。親水
的に置換された好ましいカチオン性界面活性剤には、以下の式［化２］から［化７］に表
されるものが含まれる。
【００３０】
【化２】

　式中、ｎは８～２８、ｘ＋ｙは２～４０の数を表し、Ｚ1は短鎖アルキル基、好ましく
は炭素数１～３のアルキル基、より好ましくはメチル基、あるいは（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｚ

Ｈである。ｘ＋ｙ＋ｚは６０以下、Ｘは前記塩形成アニオンである。
【００３１】
【化３】

　式中、ｍは１～５の数、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７のうち１つ以上は、それぞれ独立して炭
素数１～３０のアルキル基であり、その他はＣＨ２ＣＨ２ＯＨであり、Ｒ８、Ｒ９および
Ｒ１０のうち１つまたは２つはそれぞれ炭素数１～３０のアルキル基であり、その他はＣ
Ｈ２ＣＨ２ＯＨである。Ｘは前記塩形成アニオンである。
【００３２】

【化４】
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　これらの式において、Ｚ２はアルキル基、好ましくは炭素数１～３のアルキル基より好
ましくはメチル基であり、Ｚ３は短鎖ヒドロキシアルキル基好ましくはヒドロキシメチル
基またはヒドロキシエチル基であり、ｐおよびｑはそれぞれ２～４の整数で、好ましくは
２～３、より好ましくは２である。Ｒ１１およびＲ１２は、それぞれ置換または非置換炭
化水素、好ましくは炭素数１２～２０のアルキル基またはアルケニル基、Ｘは前記の塩形
成アニオンである。
【００３３】
【化５】

　式中、Ｒ１３はヒドロカルビル基、好ましくは炭素数１～３のアルキル基より好ましく
はメチル基であり、Ｚ４およびＺ５はそれぞれ短鎖ヒドロカルビル基、好ましくは炭素数
２～４のアルキル基またはアルケニル基より好ましくはエチル基であり、ｒは２～４０好
ましくは７～３０の数、Ｘは前記の塩形成アニオンである。
【００３４】
【化６】

　式中、Ｒ１４およびＲ１５は、それぞれ炭素数１～３のアルキル基より好ましくはメチ
ル基、Ｚ６は炭素数１２～２２のヒドロカルビル基、アルキルカルボキシ基またはアルキ
ルアミド基である。Ａはたんぱく質、好ましくはコラーゲン、ケラチン、乳たんぱく質、
シルク、大豆たんぱく質、小麦たんぱく質、またはそれらの加水分解型であり、Ｘは前記
塩形成アニオンである。
【００３５】

【化７】

　式中、ｓは２または３、Ｒ１６およびＲ１７は、それぞれ炭素数１～３のヒドロカルビ
ル基好ましくはメチル基であり、Ｘは前記塩形成アニオンである。
【００３６】
　有用な親水的に置換されているカチオン性界面活性剤の例としては、次のＣＴＦＡ名称
：クオタニウム－１６、クオタニウム－２６、クオタニウム－２７、クオタニウム－３０
、クオタニウム－３３、クオタニウム－４３、クオタニウム－５２、クオタニウム－５３
、クオタニウム－５６、クオタニウム－６０、クオタニウム－６１、クオタニウム－６２
、クオタニウム－７０、クオタニウム－７１、クオタニウム－７２、クオタニウム－７５
、クオタニウム－７６加水分解コラーゲン、クオタニウム－７７、クオタニウム－７８、
クオタニウム－７９加水分解コラーゲン、クオタニウム－７９加水分解ケラチン、クオタ
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ニウム－７９加水分解乳タンパク質、クオタニウム－７９加水分解シルク、クオタニウム
－７９加水分解大豆タンパク質およびクオタニウム－７９加水分解小麦タンパク質、クオ
タニウム－８０、クオタニウム－８１、クオタニウム－８２、クオタニウム－８３、クオ
タニウム－８４を有する物質ならびにこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定され
ない。
【００３７】
　とりわけ好ましい親水的に置換されているカチオン性界面活性剤としては、ジアルキル
アミドエチルヒドロキシエチルモニウム塩、ジアルキルアミドエチルジモニウム塩、ジア
ルキロイルエチルヒドロキシエチルモニウム塩、ジアルキロイルエチルジモニウム塩、お
よびこれらの混合物が挙げられる。
【００３８】
　これらは、次のような商品名で市販されている。すなわち、ウィットコ化学（Witco Ch
emical）社のバリソフト（VARISOFT）１１０、バリクァット（VARIQUAT）Ｋ１２１５およ
び６３８、マクインタイア（McIntyre）社のマックプロ（MACKPRO）KLP、マックプロＷＬ
Ｗ、マックプロＭＬＰ、マックプロＮＳＰ、マックプロＮＬＷ、マックプロＷＷＰ、マッ
クプロＮＬＰ、マックプロＳＬＰ、アクゾ（Akzo）社のエトクァッド（ETHOQUAD）１８／
２５、エトクァッド０／１２ＰＧ、エトクァッドＣ／２５、エトクァッドＳ／２５、およ
びエトデュオクァッド、ヘンケル（Henkel）社のデェイクァッド（DEHYQUA）ＳＰ、およ
びＩＣＩアメリカ社のアトラス（ATLAS）Ｇ２６５などである。
【００３９】
　一級、二級、および三級脂肪族アミンの塩は、好適なカチオン性界面活性剤である。こ
のようなアミンのアルキル基は、好ましく１２～２２個の炭素原子を有し、かつ置換また
は非置換型であることができる。一般式：Ｒ１８ＣＯＮＨ（ＣＨ２）ｌＮ（Ｒ１９）２で
表されるアミドアミンが特に有用である。式中Ｒ１８は炭素数１１～２４の脂肪酸の残基
、Ｒ１９は炭素数１～４のアルキル基を表し、ｌは１～４の整数である。
【００４０】
　好ましいアミドアミンとしては、ステアロアミドプロピルジメチルアミン、ステアロア
ミドプロピルジエチルアミン、ステアロアミドエチルジエチルアミン、ステアロアミドエ
チルジメチルアミン、パルミトアミドプロピルジメチルアミン、パルミトアミドプロピル
ジエチルアミン、パルミトアミドエチルジエチルアミン、パルミトアミドエチルジメチル
アミン、ベヘンアミドプロピルジメチルアミン、ベヘンアミドプロピルジエチルアミン、
ベヘンアミドエチルジエチルアミン、ベヘンアミドエチルジメチルアミン、アラキドアミ
ドプロピルジメチルアミン、アラキドアミドプロピルジエチルアミン、アラキドアミドエ
チルジエチルアミン、アラキドアミドエチルジメチルアミンおよびこれらの混合物が挙げ
られる。より好ましくは、ステアロアミドプロピルジメチルアミン、ステアロアミドエチ
ルジエチルアミン、およびこれらの混合物が挙げられる。
【００４１】
　好ましいアミドアミンは、Ｌ－グルタミン酸、乳酸、塩酸、リンゴ酸、コハク酸、酢酸
、フマル酸、Ｌ－グルタミン酸塩酸塩、酒石酸およびこれらの混合物からなる群から選択
された酸、特に好ましくはＬ－グルタミン酸、乳酸、塩酸およびこれらの混合物により、
部分的に四級化されたものである。アミドアミンと酸とのモル比は、好ましくは１：０．
３～１：１、より好ましくは１：０．５～１：０．９である。
【００４２】
　ノニオン性界面活性剤としては、例えば、直鎖状または分岐状の脂肪族（Ｃ８～Ｃ１８
）第一または第二アルコールまたはフェノールと、アルキレンオキシド（通常はエチレン
オキシド、プロピレンオキシド、ブチレンオキシド）との縮合物であり、一般的に３～５
０個のエチレンオキシド基を有しているものが挙げられる。例えば、ノイゲンＥＴ－１０
２（ポリオキシエチレンラウリルエーテル（ＥＯ：５）、第一工業製薬（株）製）、ノイ
ゲンＹＸ－４００（ポリオキシエチレンラウリルエーテル（ＥＯ：４０）、第一工業製薬
（株）製）などが市販品として挙げられる。
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【００４３】
　両性界面活性剤および／または半極性界面活性剤としては、化粧品基剤などに通常用い
られるものがすべて適用されるが、特に、下記一般式［化８]～［化１２]で表される化合
物からなる群より選ばれる１種または２種以上が好ましく用いられる。
【００４４】
　すなわち、
【化８】

で表されるアミドベタイン型両性界面活性剤。
【化９】

で表されるアミドスルホベタイン型両性界面活性剤。
【化１０】

で表されるベタイン型両性界面活性剤。
【化１１】

で表されるスルホベタイン型両性界面活性剤。
【化１２】

で表されるイミダゾリニウム型両性界面活性剤。
【００４５】
　なお、上記一般式［化８]～［化１２]中、Ｒ２０は炭素原子数９～２１のアルキル基ま
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たはアルケニル基を表し、上記炭素原子数は、より好ましくは１～１７であり、最も好ま
しくは１１～１３である。炭素原子数が９未満では、親水性が強すぎるため複合体を形成
しにくく、一方炭素原子数が２１を超えると、水への溶解性が悪くなり、複合体を形成し
にくい。Ｒ２１は、それぞれ独立に炭素原子数１０～１８のアルキル基またはアルケニル
基を表し、ｔは２～４の整数を、ｕは０～３の整数を表し、ｖは１または２の整数を表す
。
【００４６】
　ここで、一般式：［化８]で表されるアミドベタイン型両性界面活性剤としては、例え
ばヤシ油脂肪酸アミドプロピルジメチルアミノ酢酸ベタインなどが挙げられ、「レボン２
０００」（三洋化成（株）製）、「アノンＢＤＦ」（日本油脂（株）製）などが市販品と
して例示される。一般式：［化９]で表されるアミドスルホベタイン型両性界面活性剤と
しては、「ロンザイン－ＣＳ」（ロンザ（株）製）、「ミラタインＣＢＳ」（ミラノール
（株）製）などが市販品として例示される。一般式：［化１０]で表されるベタイン型両
性界面活性剤としては、例えばラウリルジメチルアミノ酢酸ベタインなどが挙げられ、「
アノンＢＬ」（日本油脂（株）製）、「デハイントンＡＢ－３０」（ヘンケル（株）製）
などが市販品として例示される。一般式：［化１１]で表されるスルホベタイン型両性界
面活性剤としては、「ロンザイン－１２ＣＳ」（ロンザ（株）製）などが市販品として例
示される。さらに、一般式：［化１２]で表されるイミダゾリニウム型両性界面活性剤と
しては、例えば２－ウンデシル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－（ヒドロキシエチルカルボキシメチル）－
２－イミダゾリンナトリウムなどが挙げられ、「オバゾリン６６２－Ｎ」（東邦化学（株
）製）、「アノンＧＬＭ」（日本油脂（株）製）などが市販品として例示される。これら
の中でも、特にヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタインが望ましい。
【００４７】
　半極性界面活性剤としては、化粧品基剤などに通常用いられるものがすべて適用される
が、下記一般式：［化１３]で表される第三級アミンオキシド型半極性界面活性剤が最も
好適に用いられる。
【化１３】

　式中、Ｒ２１は炭素原子数１０～１８のアルキル基またはアルケニル基を表す。
【００４８】
　上記一般式：［化１３]で表される第三級アミンオキシド型半極性界面活性剤としては
、例えば、ラウリルジメチルアミンオキシド、ラウリン酸アミドプロピルジメチルアミン
オキシドなどが挙げられ、「ユニセーフＡ－ＬＭ」（日本油脂（株）製）、「マックアミ
ンＬＡＯ」（Ｍｃｌｎｔｙｒｅ（株）製）などが市販品として例示される。中でも、ラウ
リン酸アミドプロピルジメチルアミンオキシドが望ましい。
【００４９】
　実施形態の（Ａ）シリコーンエマルジョンにおける（ｂ）成分の界面活性剤としては、
特に、アルキルトリメチルアンモニウムクロリド、ポリオキシエチレンアルキルエーテル
、アルキル油脂肪酸アミドプロピルベタインなどから選ばれる１種または２種以上のもの
を使用することが望ましい。
【００５０】
　（ｂ）成分である界面活性剤の配合割合は、（Ａ）シリコーンエマルジョン全体に対し
て０．５～５０重量％、より好ましくは１～２０重量％とする。０．５重量％未満では、
エマルジョンの安定性が低下して分離することがあり、反対に５０重量％を超えると、エ
マルジョンが増粘して流動性が悪くなる場合がある。
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【００５１】
　（ｃ）成分である水は、（ａ）成分であるポリオルガノシロキサン成分を乳化・分散さ
せて、均一なエマルジョンを得るための分散媒体である。（ｃ）成分の使用量は、シリコ
ーンエマルジョン中の（ａ）成分の濃度が５～８０重量％、より好ましくは１０～８０重
量％となるように調整される。
【００５２】
　実施形態において、（Ａ）シリコーンエマルジョンは、上記各成分を混合し、（ａ）成
分であるポリオルガノシロキサンを機械乳化させて水中に分散させることによって得られ
る。乳化・分散されたポリオルガノシロキサン粒子の平均粒子径は、０．５～２０μｍの
範囲であることが好ましい。ポリオルガノシロキサン粒子の平均粒子径が０．５μｍ未満
であると、十分なコンディショニング効果が得られない。また、平均粒子径が２０μｍを
超える場合には、エマルジョンとしての安定性が悪くなる。
【００５３】
　本発明の実施形態の毛髪化粧料組成物は、このように構成される（Ａ）シリコーンエマ
ルジョン０．０１～２０重量％と、（Ｂ）融点２５℃以上の高融点脂肪族化合物０．１～
１５重量％と、（Ｃ1）カチオンコンディショニング剤０．１～１０重量％と、（Ｄ）水
をそれぞれ含有することができる。
【００５４】
　（Ｂ）成分である高融点脂肪族化合物は、２５℃以上の融点を有するものであり、脂肪
族アルコール、脂肪酸、これらの誘導体、およびこれらの混合物から選択される。（Ｂ）
高融点脂肪族化合物の例は、国際化粧品成分辞典（International Cosmetic Ingredient 
Dictionary）、第５版、１９９３年、およびＣＴＦＡの化粧品成分ハンドブック（Cosmet
ic Ingredient Handbook）、第２版、１９９２年に記載されているが、これらに限定され
ない。
【００５５】
　有用な脂肪族アルコールは、１４～３０個好ましくは１６～２２個の炭素原子を有する
ものである。これらの脂肪族アルコールは飽和型であり、直鎖状または分枝状アルコール
であることが好ましい。脂肪族アルコールとしては、セチルアルコール、ステアリルアル
コール、ベヘニルアルコールおよびこれらの混合物が例示されるが、これらに限定されな
い。
【００５６】
　脂肪酸としては、１０～３０個好ましくは１２～２２個さらに好ましくは１６～２２個
の炭素原子を有するものが挙げられる。これらの脂肪酸は飽和型でありかつ直鎖状または
分枝状の炭素骨格を有する酸であることができる。二塩基酸、三塩基酸およびそれ以上の
多塩基酸が含まれ、これらの脂肪酸の塩も含まれる。ラウリン酸、パルミチン酸、ステア
リン酸、ベヘン酸、セバシン酸およびこれらの混合物が例示されるが、これらに限定され
ない。
【００５７】
　脂肪族アルコール誘導体および脂肪酸誘導体としては、前記脂肪族アルコールのアルキ
ルエーテル、アルコキシル化脂肪族アルコール、アルコキシル化脂肪族アルコールのアル
キルエーテル、脂肪族アルコールのエステル、エステル化可能なヒドロキシ基を有する化
合物の脂肪酸エステル、ヒドロキシ置換脂肪酸、およびこれらの混合物が挙げられる。
【００５８】
　脂肪族アルコール誘導体および脂肪酸誘導体の具体例としては、メチルステアリルエー
テルなど；セテス－１からセテス－４５のようなセテスシリーズで、数字表示がエチレン
グリコール部分の数を表すセチルアルコールのエチレングリコールエーテル；ステアレス
－１から１０のようなステアレスシリーズで、数字表示がエチレングリコール部分の数を
表すステアレスアルコールのエチレングリコールエーテル；セテアレス１から１０で、セ
テアレスアルコールのエチレングリコールエーテル、すなわちセチルアルコールおよびス
テアリルアルコールを主として含有する脂肪族アルコールの混合物で、数字表示がエチレ
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ングリコール部分の数を表すもの；前記セテス、ステアレス、およびセテアレス化合物の
炭素数１～３０のアルキルエーテル；ベヘニルアルコールのポリオキシエチレンエーテル
；エチルステアレート、セチルステアレート、セチルパルミテート、ステアリルステアレ
ート、ミリスチルミリステート、ポリオキシエチレンセチルエーテルステアレート、ポリ
オキシエチレンステアリルエーテルステアレート、ポリオキシエチレンラウリルエーテル
ステアレート、エチレングリコールモノステアレート、ポリオキシエチレンモノステアレ
ート、ポリオキシエチレンジステアレート、プロピレングリコールモノステアレート、プ
ロピレングリコールジステアレート、トリメチロールプロパンジステアレート、ソルビタ
ンステアレート、ポリグリセリルステアレート、グリセリルモノステアレート、グリセリ
ルジステアレート、グリセリルトリステアレートおよびそれらの混合物などが挙げられる
。
【００５９】
　高純度の単一化合物である高融点脂肪族化合物が好ましく、純粋なセチルアルコール、
ステアリルアルコールおよびベヘニルアルコールから成る群から選択される純粋な脂肪族
アルコールの単一化合物が特に好ましい。
【００６０】
　なお、本明細書において、「純粋」なる語は、化合物が少なくとも９０％好ましくは少
なくとも９５％の純度を有することを意味する。高い純度の単一化合物は、すすぎ落しの
際に良好なすすぎ落し効果を発揮する。
【００６１】
　このような高融点脂肪族化合物の市販品としては、新日本理化社製のコノール（KONOL
）シリーズ、日本油脂社製のＮＡＡシリーズのセチルアルコール、ステアリルアルコール
、およびベヘニルアルコール、和光化学社製の１－ドコサノール（1-DOCOSANOL）の純ベ
ヘニルアルコール、米国アクゾ（Akzo）社製のネオ－ファット（NEO-FAT）、米国ウィト
コ（Witco Corp.）社製のヒストレン（HYSTRENE）、およびイタリアベビー（Vevy）社製
のダーマ（DERMA）などが挙げられる。
【００６２】
　前記した（Ｂ）２５℃以上の融点を有する高融点脂肪族化合物は、毛髪化粧料組成物中
に０．１～１５重量％、好ましくは０．５～１０重量％より好ましくは０．７５～５重量
％の割合で含有される。そして、後述するカチオンコンディショニング剤とともにゲル状
および網状構造を提供し、湿った毛髪におけるつるつるした滑らかな感触と、乾燥した毛
髪における柔軟性、潤い感、毛髪のはねの抑えなどの種々のコンディショニング効果を発
揮する。
【００６３】
　実施形態において（Ｃ1）成分であるカチオンコンディショニング剤は、カチオン性界
面活性剤、カチオンポリマー、およびこれらの混合物からなる群から選択される。これら
の（Ｃ1）カチオンコンディショニング剤は、毛髪化粧料組成物中に０．１～１０重量％
、好ましくは０．２５～８重量％より好ましくは０．５～３重量％の割合で含有される。
【００６４】
　カチオン性界面活性剤としては、前記（Ａ）成分であるシリコーンエマルジョンの説明
において、（ｂ）界面活性剤のうちのカチオン性界面活性剤として例示したものと同様な
ものを使用することができる。
【００６５】
　実施形態の毛髪化粧料組成物において有用なカチオンポリマーについて記載する。なお
、「ポリマー」なる用語は、１種類のモノマーの重合によって製造される物質、および２
種以上のモノマーによって製造される物質を包含するものとする。
【００６６】
　カチオンポリマーは、水溶性カチオンポリマーであることが好ましい。「水溶性」カチ
オンポリマーとは、水に十分に可溶性であり、２５℃の水（蒸留水または同等の水）に０
．１％の濃度で肉眼で見て実質的に透明な溶液を形成するポリマーを意味する。好ましい
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カチオンポリマーは、十分に可溶性であり、０．５％の濃度でさらに好ましくは１．０％
の濃度で実質的に透明な溶液を形成する。
【００６７】
　また、実施形態のカチオンポリマーは、少なくとも５，０００、典型的には少なくとも
１０，０００でありかつ１０，０００．０００未満の平均分子量を有する。好ましい平均
分子量は、１００，０００～２，０００，０００である。そして、第四級アンモニウム部
分および／またはカチオンアミノ部分のようなカチオン窒素含有部分を有する。
【００６８】
　カチオン電荷密度は、好ましくは０．１ｍｅｑ／ｇ以上、より好ましくは０．５ｍｅｑ
／ｇ以上、さらに好ましくは１．１ｍｅｑ／ｇ、よりいっそう好ましくは１．２ｍｅｑ／
ｇ以上である。カチオンポリマーのカチオン電荷密度は、ケルダール法により測定するこ
とができる。アミノ含有ポリマーの電荷密度はｐＨおよびアミノ基の等電点により変化す
るので、電荷密度は所望の用途のｐＨで前記範囲内に設定される。
【００６９】
　水溶解度の基準が満たされる限り、カチオンポリマーに対していかなるアニオン対イオ
ンも利用することができる。好適な対イオンとしては、ハライド（例えばＣｌ、Ｂｒ、Ｉ
またはＦ化物、好ましくはＣｌ、ＢｒまたはＩ化物）、サルフェートおよびメチルサルフ
ェートが挙げられるが、他のものを使用することもできる。
【００７０】
　カチオン窒素含有部分は、カチオンポリマーの全モノマー単位に置換基として存在する
。したがって、このカチオンポリマーは、第四級アンモニウムまたはカチオンアミン置換
モノマー単位、およびスペーサモノマー単位と呼称される他の非カチオン単位のコポリー
またポリマーなどを含んでいる。このようなポリマーは当該技術分野で既に公知であり、
国際化粧品成分辞典、第３版、１９８２年などに記載されている。
【００７１】
　好適なカチオンポリマーとしては、アクリルアミド、メタクリルアミド、アルキルアク
リルアミドおよびジアルキルアクリルアミド、アルキルメタクリルアミドおよびジアルキ
ルメタクリルアミド、アルキルアクリレート、アルキルメタクリレート、ビニルカプロラ
クトン、ならびにビニルピロリドンのような水溶性スペーサモノマー、カチオンアミンま
たは四級アンモニウム官能基を有するビニルモノマーとのコポリマーが挙げられる。
【００７２】
　アルキル置換モノマーおよびジアルキル置換モノマーは、好ましくは炭素数１～７のア
ルキル基、より好ましくは炭素数１～３のアルキル基を有する。他の好適なスペーサモノ
マーとしては、ビニルエステル、ポリ酢酸ビニルの加水分解により得られるビニルアルコ
ール、無水マレイン酸、プロピレングリコールおよびエチレングリコールなどがある。
【００７３】
　前記カチオンアミンは、第一級、第二級または第三級アミンであることができる。第二
級および第三級アミンが好ましく、特に第三級アミンが好ましい。
【００７４】
　アミン置換ビニルモノマーをアミン形態で重合させることができ、その後任意に四級化
反応によりアンモニウムに変換することができる。ポリマーが形成された後に、アミンを
同様にして四級化することもできる。例えば、第三級アミン官能基を、式Ｒ０Ｘの塩と反
応させることによって四級化することができる。ここで、Ｒ０は短鎖アルキル基、好まし
くは炭素数１～７のアルキル基、より好ましくは炭素数１～３のアルキル基、Ｘは四級化
アンモニウムと水溶性の塩を形成するアニオンである。
【００７５】
　好適なカチオンアミノモノマーおよび第四級アンモニウムモノマーとしては、例えばジ
アルキルアミノアルキルアクリレート、ジアルキルアミノアルキルメタクリレート、モノ
アルキルアミノアルキルアクリレート、モノアルキルアミノアルキルメタクリレート、ト
リアルキルメタクリルオキシアルキルアンモニウム塩、トリアルキルアクリルオキシアル
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キルアンモニウム塩、ジアリル第四級アンモニウム塩で置換されたビニル化合物、および
ピリジニウム、イミダゾリウムといった環状カチオン窒素含有環を有するビニル第四級ア
ンモニウムモノマーおよび四級化ピロリドン、例えば、アルキルビニルイミダゾリウム、
アルキルビニルピリジニウム、アルキルビニルピロリドン塩が挙げられる。
【００７６】
　これらのモノマーのアルキル部分は、好ましくは炭素数１～３のアルキル基、より好ま
しくは炭素数１または２のアルキル基のような低級アルキル基である。好適なアミン置換
ビニルモノマーとしては、ジアルキルアミノアルキルアクリレート、ジアルキルアミノア
ルキルメタクリレート、ジアルキルアミノアルキルアクリルアミド、およびジアルキルア
ミノアルキルメタクリルアミドが挙げられる。ここでアルキル基は、好ましくは炭素数１
～７のヒドロカルビル基、より好ましくは炭素数１～３のアルキル基である。
【００７７】
　このカチオンポリマーは、アミンおよび／または第四級アンモニウム置換モノマーおよ
び／または相溶性スペーサモノマーから誘導されるモノマー単位の混合物を含むことがで
きる。
【００７８】
　好適なカチオンポリマーとしては、例えば、１－ビニル－２－ピロリドンおよび１－ビ
ニル－３－メチルイミダゾリウム塩（例えば塩化物）のコポリマー（「ＣＴＦＡ」ではポ
リクアテリウム－１６と呼ばれる）、ＢＡＳＦワイアンドット（BASF Wyandotte Corp.、
米国ニュージャージー州、パルシパニー）社より市販されている商品名ルビクアット（LU
VIQUAT）（例えば、ルビクアット ＦＣ ３７０）；１－ビニル－２－ピロリドンおよびジ
メチルアミノエチルメタクリレートのコポリマー（「ＣＴＦＡ」ではポリクアテリウム－
１１と呼ばれる）、ガフコーポレーション（Gaf Corporation、米国、ニュージャージー
州、ウェイン）社より市販されている商品名ガフクアット（GAFQUAT）（例えばガフクア
ット７５５Ｎ）；ジメチルジアリルアンモニウム塩化物ホモポリマーおよびアクリルアミ
ドとジメチルジアリルアンモニウム塩化物コポリマーを含むカチオンジアリル第四級アン
モニウム含有ポリマー、（「ＣＴＦＡ」業界ではポリクアテルニウム６およびポリクアテ
ルニウム７と呼ばれる）；米国特許第４，００９，２５６号に記載の３～５個の炭素原子
を有する不飽和カルボン酸のホモポリマーおよびコポリマーのアミノアルキルエステルの
鉱酸塩が挙げられる。
【００７９】
　使用できる他のカチオンポリマーとしては、多糖ポリマー、例えばカチオンセルロース
誘導体およびカチオンデンプン誘導体が挙げられる。好適なカチオン多糖ポリマーとして
は、次の式を有するものが挙げられる。
【００８０】
【化１４】

　式中、Ａはデンプン無水グルコース残基またはセルロース無水グルコース残基などの無
水グルコース残基であり、Ｒは、アルキレンオキシアルキレン基、ポリオキシアルキレン
基、またはヒドロキシアルキレン基またはこれらの組み合わせである。Ｒ２２、Ｒ２３お
よびＲ２４は、それぞれ独立してアルキル基、アリール基、アルキルアリール基、アリー
ルアルキル基、アルコキシアルキル基、またはアルコキシアリール基から選択され、それ
ぞれの基は１８個以下の炭素を含有し、各カチオン部分の炭素総数（すなわちＲ２２、Ｒ
２３およびＲ２４の炭素数の合計）は好ましくは２０以下である。Ｘは前述のようなアニ
オン対イオンである。
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【００８１】
　カチオンセルロースは、アメルコール社（Amerchol Corp.、米国、ニュージャージー州
、エディソン）から商品名ポリマーＪＲおよびＬＲシリーズで、ヒドロキシエチルセルロ
ースとトリメチルアンモニウム置換エポキシドを反応させた塩として市販されており、「
ＣＴＦＡ」業界ではポリクオタニウム１０と呼ばれている。他の型のカチオンセルロース
としては、ヒドロキシエチルセルロースとラウリルジメチルアンモニウム置換エポキシド
を反応させたポリマー第四級アンモニウム塩、「ＣＴＦＡ」業界ではポリクオタニウム２
４と呼ばれるものが挙げられる。これらの物質は、前記アメルコール社から商品名ポリマ
ーＬＭ－２００として市販されている。
【００８２】
　他のカチオンポリマーとしては、グアーヒドロキシプロピル塩化トリモニウム（ケラネ
－ゼ社（Celanese Corp.）から市販されている商品名ジャガーＲ（JaguarＲ）シリーズ）
のようなカチオングアーゴム誘導体が挙げられる。また、第四級窒素含有セルロースエー
テル（例えば米国特許３，９６２，４１８に記載されているもの）、およびエーテル化セ
ルロースおよびデンプン（例えば米国特許３，９５８，５８１に記載されているもの）が
挙げられる。
【００８３】
　実施形態の毛髪化粧料組成物において、（Ｄ）成分である水は、（Ａ）シリコーンエマ
ルジョンと（Ｂ）高融点脂肪族化合物（融点２５℃以上）および（Ｃ1）カチオンコンデ
ィショニング剤の分散媒として用いられる。水の配合により、均一な毛髪化粧料組成物を
得ることができる。
【００８４】
　別の実施形態の毛髪化粧料組成物は、０．０１～２０重量％の前記（Ａ）シリコーンエ
マルジョンと、５～５０重量％の（Ｅ）洗浄性界面活性剤と、０．１～２０重量％の（Ｃ
2）コンディショニング剤と、（Ｄ）水をそれぞれ含有する。
【００８５】
　この実施形態において（Ｅ）洗浄性界面活性剤は、組成物に洗浄性能を与えることを目
的とし、アニオン性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、双性イオン界
面活性剤およびそれらの混合物から選ばれる界面活性剤を含有する。
【００８６】
　なお、「洗浄性界面活性剤」という用語は、これらと、主として界面活性剤を乳化する
界面活性剤、すなわち乳化の利益を与えかつ低い洗浄性能を有する界面活性剤とを区別す
ることを意図している。しかし、多くの界面活性剤は、洗浄性と乳化性の両方を有するの
で、乳化性界面活性剤を本発明の洗浄性界面活性剤から除外するものではない。さらに、
（Ｅ）成分の洗浄性界面活性剤は、前記した（Ａ）成分であるシリコーンエマルジョンに
含まれる界面活性剤と同じであっても異なっていてもよい。
【００８７】
　この（Ｅ）洗浄性界面活性剤は、毛髪化粧料組成物の５～５０重量％、好ましくは８～
３０重量％、より好ましくは１０～２５重量％の割合で含有される。
【００８８】
　この実施形態において、（Ｃ2）コンディショニング剤としては公知のコンディショニ
ング剤を使用することができる。好適する（Ｃ2）コンディショニング剤としては、前記
したカチオン性界面活性剤、水溶性のカチオン性重合体、脂肪化合物、非揮発性分散シリ
コーン、炭化水素、プロテインおよびそれらの混合物がある。これらのコンディショニン
グ剤は、毛髪化粧料組成物の０．１～２０重量％の割合で含有される。
【００８９】
　（Ｄ）成分である水は、前記した（Ａ）シリコーンエマルジョンと（Ｅ）洗浄性界面活
性剤、および（Ｃ2）コンディショニング剤の分散媒として用いられる。（Ｄ）水の配合
により、均一な毛髪化粧料組成物、例えばシャンプー組成物を得ることができる。
【００９０】
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　次に、本発明の毛髪化粧料組成物の別の実施形態について説明する。この実施形態にお
いては、前記（ａ1）成分であるトリメチロールプロパン誘導体で変性された粘度（２５
℃）１００～５０，０００Ｐａ・ｓのポリオルガノシロキサンを含む（ａ）ポリオルガノ
シロキサン成分が、エマルジョン状態ではなく、そのままで公知の添加剤とともに配合さ
れている。
【００９１】
　（ａ）成分であるポリオルガノシロキサン成分は、（ａ1）成分とともに、前記した（
ａ2）成分であるトリメチロールプロパン誘導体で変性された粘度（２５℃）０．０１～
１０Ｐａ・ｓのポリオルガノシロキサンを含有することができる。（ａ2）成分の配合量
は、（ａ1）成分１００重量部に対して３０重量部以下とすることが好ましく、より好ま
しくは２０重量部以下とする。
【００９２】
　このような（ａ）成分とともに、公知の添加剤が本発明の効果を阻害しない範囲におい
て配合される。公知の添加剤としては、流動パラフィン、イソパラフィンなどの鉱物油、
イソノナン酸イソノニル、イソノナン酸イソトリデシルなどのエステル油、オクタメチル
シクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサンなどの環状シリコーン油、
粘度が１００ｍＰａ・ｓ以下のジメチルシリコーン油などが挙げられる。
【００９３】
　本発明の実施形態の毛髪化粧料組成物によれば、毛髪に対して優れたコンディショニン
グ効果を発揮し、濡れた髪および乾いた髪に対して優れた滑り感、しっとり感を与え良好
な指通り性を実現することができる。
【実施例】
【００９４】
　以下、実施例を挙げて本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例に限定さ
れるものではない。なお、「部」および「％」は、それぞれ「重量部」および「重量％」
を表わす。
【００９５】
　［エマルジョンの調製］
　まず、トリメチロールプロパン誘導体で変性されたポリオルガノシロキサンを合成した
。
【００９６】
（合成例１）
　トリメチロールプロパンモノアリルエーテル（ＴＭＰＭＥ）３２６ｇと、両末端ジメチ
ルハイドロジェンポリジメチルシロキサン（重合度１０）８７４ｇとを、トルエン８００
ｇの存在下で塩化白金酸を触媒としてヒドロシリル化反応させた。その後、１５０℃－２
０ｍｍＨｇで１時間ストリッピングを行い、両末端トリメチロールプロパンモノプロピル
エーテル変性ポリオルガノシロキサン（合成物Ｓ－１）を得た。得られた生成物の粘度（
２５℃）を測定したところ、０．２Ｐａ．ｓであった。
【００９７】
　（合成例２）
　合成例１で得られた両末端トリメチロールプロパンモノプロピルエーテル変性ポリジメ
チルシロキサン（合成物Ｓ－１）１２ｇと、オクタメチルテトラシクロシロキサン（Ｄ４
）１７８６ｇとを、水酸化カリウム触媒の存在下、１４０℃で４時間公知のアルカリ重合
法により重合させた。次いで、リン酸で中和を行なった後、１５０℃－１０ｍｍＨｇで１
時間ストリッピングを行い、両末端トリメチロールプロパンモノプロピルエーテル変性ポ
リオルガノシロキサン（合成物Ｓ－２）を得た。得られた生成物の粘度（２５℃）を測定
したところ、４７０Ｐａ．ｓであった。
【００９８】
　（合成例３）
　合成例１で得られた両末端トリメチロールプロパンモノプロピルエーテル変性ポリジメ
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チルシロキサン（合成物Ｓ－１）１０ｇと、オクタメチルテトラシクロシロキサン（Ｄ４
）１７８８ｇとを、水酸化カリウム触媒の存在下、１４０℃で４時間公知のアルカリ重合
法により重合させた。次いで、リン酸で中和を行なった後、１５０℃－１０ｍｍＨｇで１
時間ストリッピングを行い、両末端トリメチロールプロパンモノプロピルエーテル変性ポ
リオルガノシロキサン（合成物Ｓ－３）を得た。得られた生成物の粘度（２５℃）を測定
したところ、１００Ｐａ．ｓであった。
【００９９】
　（調製例１）
　合成物Ｓ－１を３．０部と合成物Ｓ－２を５７．０部とを、７０℃で均一に混合した後
、ポリオキシエチレン（４）ラウリルエーテル４．０部とポリオキシエチレン（２３）ラ
ウリルエーテル４．０部を加えてさらに７０℃で撹拌を１時間続け、系を均一にした。次
いで、これに水６．５部を加え、３時間撹拌して転相させ、透明なグリース状とした。そ
の後水２５．５部とサリチル酸０．５部を加えて１時間撹拌し、シリコーン分６０％の均
一なＯ／Ｗ型エマルジョン（Ｅ－１）を得た。
【０１００】
　このエマルジョン（Ｅ－１）の粒子径を、粒度分布測定装置（ＣＯＵＬＴＥＲ（株）製
；ＬＳ１００Ｑ）を用い屈折率を１．４５に設定して測定したところ、平均粒子径が２．
３μｍであった。このエマルジョンを５０℃で１ヶ月間静置したところ、目視によるエマ
ルジョンの分離は見られなかった。
【０１０１】
　（調整例２）
　合成物Ｓ－３の６０．０部を７０℃で均一に混合した後、ポリオキシエチレン（４）ラ
ウリルエーテル４．０部とポリオキシエチレン（２３）ラウリルエーテル４．０部を加え
てさらに７０℃で撹拌を１時間続け、系を均一にした。次いで、これに水６．０部を加え
、３時間撹拌して転相させ、透明なグリース状とした。その後水２６．０部とサリチル酸
０．５部を加えて１時間撹拌し、シリコーン分６０％の均一なＯ／Ｗ型エマルジョン（Ｅ
－２）を得た。
【０１０２】
　このエマルジョン（Ｅ－２）の粒子径を調製例１と同様に測定したところ、平均粒子径
が２．６μｍであった。このエマルジョンを５０℃で１ヶ月間静置したところ、目視によ
るエマルジョンの分離は見られなかった。
【０１０３】
　（調製例３）
　合成物Ｓ－１を３．０部、合成物Ｓ－２を５１．０部、２５℃における粘度が１Ｐａ・
ｓでアミノ基含有量０．７％のＮ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピル基含有ポ
リジメチルシロキサン（アモジメチコン）６．０部を、７０℃で均一に混合した後、ポリ
オキシエチレン（４）ラウリルエーテル３．５部とポリオキシエチレン（２３）ラウリル
エーテル５．０部を加えてさらに７０℃で撹拌を１時間続け、系を均一にした。次いで、
これに水６．５部を加え、３時間撹拌して転相させ、透明なグリース状とした。その後、
水２４．０部とサリチル酸１．０部を加えて１時間撹拌し、シリコーン分６０％の均一な
Ｏ／Ｗ型エマルジョン（Ｅ－３）を得た。
【０１０４】
　このエマルジョン（Ｅ－３）の粒子径を調製例１と同様に測定したところ、平均粒子径
が１．８μｍであった。このエマルジョンを５０℃で１ヶ月間静置したところ、目視によ
るエマルジョンの分離は見られなかった。
【０１０５】
　（調製例４）
　２５℃における粘度が５００Ｐａ・ｓのジメチコノール（両末端ジメチルヒドロキシシ
リル基含有ポリジメチルシロキサン）５７．０部と、２５℃における粘度が０．１Ｐａ・
ｓのジメチコノール（両末端ジメチルヒドロキシシリル基含有ポリジメチルシロキサン）
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３．０部を、７０℃で均一に混合した後、ポリオキシエチレン（４）ラウリルエーテル４
．０部とポリオキシエチレン（２３）ラウリルエーテル４．０部を加えてさらに７０℃で
撹拌を１時間続け、系を均一にした。次いで、これに水７．０部を加え、３時間撹拌して
転相させ、透明なグリース状とした。その後、水２４．５部とサリチル酸０．５部を加え
て１時間撹拌し、シリコーン分６０％の均一なＯ／Ｗ型エマルジョン（Ｅ－４）を得た。
【０１０６】
　このエマルジョン（Ｅ－４）の粒子径を調製例１と同様に測定したところ、平均粒子径
が３．４μｍであった。また、このエマルジョンを５０℃で１ヶ月間静置したところ、目
視によるエマルジョンの分離は見られなかった。
【０１０７】
　（調整例５）
　ドデシルベンゼンスルホン酸３０部を、脱イオン水４５５部の中に均一に分散させた。
これに、オクタメチルシクロテトラシロキサン５００部を添加し、撹拌により予備混合し
た後、加圧ホモジナイザー（圧力５００ｋｇｆ／ｃｍ２）で２回処理することにより、オ
クタメチルシクロテトラシロキサンを含むエマルジョンを得た。このエマルジョンを撹拌
しながら８５℃で３時間保持し、３時間かけて２５℃まで冷却した後、さらに撹拌しなが
ら２５℃で１０時間反応を行った。次いで、撹拌を続けながら１０％炭酸ナトリウム水溶
液をｐＨが７になるまで滴下することにより、重合反応を停止させ、シリコーン分５０％
の両末端ジメチルヒドロキシリル含有ポリオルガノシロキサン（ジメチコノール）を含む
エマルジョンＥ－５を製造した。このエマルジョン（Ｅ－５）の粒子径を調製例１と同様
に測定したところ、平均粒子径が０．２３μｍであった。また、ポリマー粘度は１，２０
０Ｐａ・ｓであった。
【０１０８】
　なお、ポリマー粘度の測定は次のようにして行った。すなわち、得られたエマルジョン
１００部にイソプロピルアルコール２００部を加えて十分に撹拌し、２４時間静置して２
層に分離させた後、オイル層のみをシャーレに移し、１５０℃で４５分間オーブンに入れ
た。こうして、残存するイソプロピルアルコールと水分を完全に蒸発させ、ポリオルガノ
シロキサンを得た。これを２５℃に冷却し、このときの粘度を回転粘度計を用いて測定し
た。
【０１０９】
　（実施例１～３，比較例１～２）［ヘアコンディショナー組成物］
　調製例１～５でそれぞれ得られたシリコーンエマルジョン（Ｅ－１）～（Ｅ－５）を用
いて、表１に示す組成でヘアコンディショナー組成物を調製した。そして、調製されたヘ
アコンディショナー組成物について、以下に示す方法および基準にしたがって特性評価を
行った。
【０１１０】
　［評価方法］
　市販のブリーチ剤を用いて処理した長さ２５ｃｍの毛髪１０ｇを、１２人のパネリスト
がそれぞれ４０℃の水に浸し、ヘアコンディショナー組成物２ｇを濡れた髪に塗り広げ、
1分後３０秒間４０℃の水ですすいだ。次いで、ドライヤーで乾燥して毛髪サンプルを作
成した。この毛髪サンプルの作成段階で、「すすぎ時のきしみ感の無さ」、「乾燥後のし
なやかさ」、および「乾燥後のまとまり感」を、各パネリストに下記の基準で５段階の点
数付けを行ってもらい、その平均値を算出した。また、乾燥後の毛髪サンプルをブラシを
用いて５０回コーミングした後のしなやかさについても、同様に５段階の点数付けを行っ
てもらい、その平均値を算出した。
【０１１１】
　［評価基準］
５…極めて優れている
４…優れている
３…良い
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２…やや劣る
１…劣る
これらの評価結果を表１に示す。
【０１１２】
【表１】

【０１１３】
　（実施例４～６，比較例３～４）[シャンプー組成物]
　調製例１～５でそれぞれ得られたシリコーンエマルジョン（Ｅ－１）～（Ｅ－５）を用
いて、表２に示す組成でシャンプー組成物を調製した。そして、調製されたシャンプー組
成物について、以下に示す方法および基準にしたがって特性評価を行った。
【０１１４】
　［評価方法］
　市販のブリーチ剤を用いて処理した長さ２５ｃｍの毛髪１０ｇを、１２人のパネリスト
がそれぞれ４０℃の水に浸しシャンプー組成物２ｇで1分間洗浄した後、３０秒間４０℃
の水ですすぎ、ドライヤーで乾燥して毛髪サンプルを作成した。この毛髪サンプルの作成
段階で、各パネリストに、「洗浄およびすすぎ時のきしみ感の無さ」および「乾燥後のし
なやかさ」を、下記の基準で５段階の点数付けを行ってもらい、その平均値を算出した。
また、乾燥後の毛髪サンプルをブラシを用いて５０回コーミングした後のしなやかさにつ
いても、同様に５段階の点数付けを行ってもらい、その平均値を算出した。
【０１１５】
　［評価基準］
５…極めて優れている
４…優れている
３…良い
２…やや劣る
１…劣る
これらの評価結果を表２に示す。
【０１１６】



(21) JP 2012-176996 A 2012.9.13

10

20

30

40

【表２】

【０１１７】
　（実施例７～９，比較例５～６）[リーブオンコンディショナー組成物]
　合成例１～３でそれぞれ得られた変性シリコーン（ポリオルガノシロキサン）（Ｓ－１
）～（Ｓ－３）とジメチコノール（両末端ジメチルヒドロキシシリル基含有ポリジメチル
シロキサン）およびジメチコン（両末端トリメチルシリル基含有ポリジメチルシロキサン
）を用い、表３に示す組成でリーブオンコンディショナー組成物を調製した。そして、調
製されたリーブオンコンディショナー組成物について、以下に示す方法および基準にした
がって特性評価を行った。
【０１１８】
　［評価方法］
　市販のブリーチ剤を用いて処理した長さ２５ｃｍの毛髪１０ｇに、リーブオンコンディ
ショナー組成物を１ｇ均一に塗布し、その後ドライヤーで乾燥させて毛髪サンプルを作成
した。この毛髪サンプルの「乾燥後のしなやかさ」を、１２人のパネリストにより下記の
基準で５段階の点数付けを行ってもらい、その平均値を算出した。また、乾燥後の毛髪サ
ンプルをブラシを用いて５０回コーミングした後のしなやかさについても、同様に５段階
の点数付けを行ってもらい、その平均値を算出した。
【０１１９】
　［評価基準］
５…極めて優れている
４…優れている
３…良い
２…やや劣る
１…劣る
これらの評価結果を表３に示す。
【０１２０】
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【表３】

【０１２１】
　以上の実施例から明らかなように、本発明の毛髪化粧料組成物は、毛髪に対して滑らか
でしっとりした感触を付与することができる。特に、洗浄およびすすぎの際のダメージ毛
髪に対するきしみ感の改善および滑り感の付与に優れ、乾いた髪に対して優れた指通り性
およびしっとり感を与えることができるので、ヘアコンディショナーやシャンプーとして
好適している。
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